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三洋電機欄 機能材料研究所

電子化学研究部斎藤俊彦

l は じ めに

三洋電機楠機能材料研究所はF 大阪と京都の中間の枚方に位置する機能材料研究所と，同じく守口

に位置する機能材料出発センターからなってお九図 1に示したような最先端の技術。製品の基盤と

なる新素材の開発及びF それらを応用したB 新しいデ司パイス。部品の研究開発と，その実用化研究を

行っている O その中で特にアモルプァス半導体材料技術，化学電池技術，水素エネルギ一関連技術に

ついて次に紹介する Q

図 1 時 代 を 切り拓く新素材 o 新部品

2 7tJレフアス半導体材料技術

当社は，アモルブァス半導体材料の中で，特にアモルプァス太陽電池の研究では，世界のスタンダ

ードとなる多数の技術の開発や，世界で初めての実用化成功など，常に世界をリードする存在となって
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お !J， 生産量も日本の太陽電池の約 40婦を占めている 3 また，薄膜材料の特長を生かしたその他の

オプトデパイスへの応用にも戒功してお!?，さらに将来に向け，大規模太陽光発電のための低コスト

高効率太陽電池p 新型オプトデパイスなどの開発を進めている O

3 化学電池技術

当社では，世界で初めてニックルーカドミウム電池E 二酸化マンガンーリチウム電池をはじめとし

て幾多の商品を開発，実用化し 9 現在それらの商品は世界的に高い評価を受け，世界のトップシェア

を維持しているヴ当研究所ではこれらの擾れた技術を基に 無機および有機材料の機能面からの研究

を行い，化学電池の高容量化，高重圧化矛長寿命化，固体化2 薄型化を進め， リチウム電池.ニヲク

ル。水素蓄電池などの，従来にない高性能化学電池の研究開発を行っている O

4 水棄エネ jレギ一関連技術

当社では水素エネルギ一関連技術として 9 特に燃料電池技術と水素吸蔵合金利用技術の研究開発に

積極的に取 b組んでいる。

燃料電池技術の開発では，当社は既にリン酸型燃料電池で東京電力と共同で 200KWの実証プラ

ントの運転研究を終えている O 当研究所においては，さらに発電効率の高い新しいタイプの溶融炭酸

塩型燃料電池の崩発，及び調体電解質型燃料電池の開発を行っているQ 溶融炭酸塩型燃料電池では，

燃料の多様北に対応し p 石油系燃料を用いる 10KWの電池本体を試作し，現在運転研究を行ってお

り3 本年度には 10 KW実証プラントを運転する計画である J 固体電解質型燃料電池では，高出力密

度が可謡な平板型固体電解質型燃料電池の開発を，新エネノレギー@産業技術総合開発機構の委託を受

けて進めているo

水素吸蔵合金利用技術では，電池への応用及び熱利用技術への応用を目指した研究開発を積極的に

進めている。電池への応用では，新型二次電池であるニックル・水素蓄電池を開発し(図 2) ，世界

で初めて今執よ b販売を開始したO このニッケル。水素蓄電池は，負極に水素吸蔵合金を用いている

ため 9 従来のニッケルーカドミウム電池と比較して1.8倍の高エネルギー密度を実現しているO

またP 熱利用技術への応用として，長期蓄熱技術，長距離熱輸送技術をはじめ，最近では熱駆動の

アロンレス冷凍機〈ニューケミカルフりーザー〉を開発し，世界で初めて -1O.Cの冷熱を連読的に

得ることに成羽した(図 3) 0 このシステムは，水素吸蔵合金と水素との反応を利用しているため，

オゾン層破壊の恐れのあるアロンガスを用いず 9 熱エネルギーを用いて，静粛に冷執を取 b出すこと

のできる画期的な冷凍システムである。現在この技術をベースに知エネルギー・産業技術総合開発機

構より委託を受け，さらに低温度の実現を目指した研究開発を進めている O
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図 2 水素吸裁合金を用いた ニッケル・水素蓄電池

~ 3 水素吸蔵合金を用いたア ロンレス冷凍システム

5 おわりに

以上のように ，当機能材料研究所では最先端の技術・製品の基盤となる新素材の凶発を中心に行っ

てい る。その中でも，エネルギーの問題については図 4に示したように，世界中の砂漠や大平原に巨

大な太陽光発電施設を設置しp 超電導ケープルでつないだ「ジ ュネシス計画 」を昨年発表した。太陽

つ臼つω



光という無尽蔵でクリーンなエネルギーを手にいれられる「ジェネシス計画 Jには，世界中から大き

な関心が寄せられている。また，水素エネルギーについても，地球環境問題やエネルギーの有効利用

の観点から 9 将来の重要なエネルギー形態のひとつと位置付けてお!J，我々は図 5に示したような水

素_-:c.ネノレギ一社会を想定し，個々の要素技術開発を中心に積極的に取b組んでいる O
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